
自立できるように職業訓練や識字教育を
しています」
　また、複数の国際 NGO と連携して武
器取引の可視化と規制を国際社会に求
め、「不十分な部分はあるものの、14 年
には「武器貿易条約」（※）の発効という形
で実を結んだ」という。
　日本国内では平和教育や啓発活動にも
力を入れる。「たとえば、コンゴの紛争の
一因であるレアメタルを消費しているのは
日本を含む先進国。紛争の背景にある
構造に関心をもち、日々の生活や選択を
変えてもらう講演やワークショップを企業
や自治体、教育機関、労働組合などを対
象に、昨年は 183 回実施しました」

多様な資金調達をめざし
活動をリアルタイムで発信。
子ども兵の現状描く DVD も作成

　11 年の東日本大震災の際には、「津波
の映像を見たウガンダの事務所から電話
がありました。彼らは、日本の幼稚園児
が 1 ヵ月おやつを我慢してお金を寄付し
てくれたことなども知っている。だから今
度は自分たちに何かできないかと、支援
を受けて働き始めた元子ども兵たちが稼
いだお金を出し合って、『毛布を買ってほ
しい』と 5 万円を寄付してくれました」
　そんな気持ちに後押しされて、11 年
6 月には「大槌復興刺し子プロジェクト」
の運営を引き継いだ。刺し子の手仕事を
つくり、被災した女性の生活再建と心の
ケアを目指す活動で、現在も続いている。
　活動が広がる一方で、課題もあった。

「市民が市民を支える」ことをコンセプト
に財政の約 8 割は寄付や会費を中心とす
る自主財源でと決めている。しかし、そ
の調達方法は主に鬼丸さんの講演収入
に頼っていた。「組織の永続性を担保す
るには、多様な資金調達方法の確立が
不可欠。特定の人に依存しない広報を実
現する人材育成や組織基盤の整備を進
める必要がある」と考えた鬼丸さんらは

「アフリカ分野」の助成枠が設けられた
ばかりの Panasonic NPO サポート ファ
ンドに、10 年に応募した。

　インターン生を経
て、09 年 に 広 報 担
当の職員となり、い
ま啓発活動を担当し
ている栗田佳典さん
は、その 3 年間の取
り組みをこう話す。「私
が職員になった頃は
ウェブサイトの仕組
みが複雑で、なかな
か更新ができません
でした。そこで助成 1 年目の 11 年は私
が専門家のレクチャーを受けて、ウェブ
制作にかかわるすべてのノウハウを学び、
スタッフと共有し、活動をリアルタイムに
発信できるようにしました」
　12 年には広報ツールを充実すべく、子
ども兵の現状を描いたDVDを制作した。
04 年から支援してきた元子ども兵の問題
について、多くの人から映像資料の要望
があったからだ。「映像制作が得意な芸
大生やテレビ局での AD 経験があるイン
ターン生、絵や音楽が得意なボランティ
ア、再現映像では特殊メイクサークル所
属の大学生」などが加わって40 分の動
画を制作。この作業を通じて、専門的な
力を集め質の高い情報発信をする重要性
を理解できた。その一方、参加メンバー
は「こんな形で国際協力できるんだ」と、
感激してくれたという。作成した DVD は
学校や支援者などに配布し、YouTube
でも一般公開した。

中 期ビジョンめざし
質の向上と多言 語 化
台 湾での講 演も実 現

　さらに 13 年には英語版・中国語版の
ホームページを開設。「グローバルに活
動する NGO として、多様な人材や資金
調達先を海外にも求めていくこと」が目
的だった。狙い通り、台湾では昨年まで
に 3 度の講演が実現し、寄付にもつな
がった。この年は、紛争が絶えないため

“世界で最も貧しい国”といわれるブルン
ジも活動地域に加わった。ここでは、「ア
マホロ・ハニー（平和の蜂蜜）」というブ

ランドの蜂蜜づくりを支援。
　助成後の 15 年にはホームページを「写
真を多用した、視覚に訴えるデザイン」に
一新。3 年の助成で培ったノウハウを活
かし、作業はスムーズに進んだ。リニュー
アル後は、インターン生を含む 10 人がリ
アルタイムで情報を更新できる体制も整
えた。
 「助成前 8500 万円だった収入が、3 年
間の助成を受けた後には 1 億 2800 万円
になり、1193 人・団体だった会員も 1693
人・団体に増えました。広報基盤の強化
は確実に組織の底上げにつながっていま
す」と鬼丸さん。
　昨年、団体設立 15 周年を迎えた「テラ・
ルネッサンス」は「2031 年までに、すべ
ての子どもが紛争に巻き込まれない社会
を実現する」という中期ビジョンを立て
た。「これは、1 団体では達成できない
目標ですが、広報ツールの多言語化や多
業種の方 と々のコミュニケーション強化を
図り、海外との連帯・連携をさらに強化
し、実現したいと思っています」

※ 2014 年に発効された、戦車や小型武器といった通常兵器
の移転や移譲を規制する条約

家族やコミュニティを
破壊し続ける地雷に衝撃。
伝える会 90 回、団体立ち上げる

　鬼丸昌也さんは大学在学中の 2001 年
2 月、地雷除去の支援活動をしている
NGO に同行して、初めてカンボジアを訪
れ 1 週間滞在した。
 「現場は地雷除去作業員の息づかいと
金属探知機の音以外、何も聞こえない
世界。地雷の被害者は手足を失ったこと
で働けなくなり、高利貸しに手を出し、
子どもを売ってしまうことさえある。地雷
が家族やコミュニティまで破壊すること
に衝撃を受け、自分の生まれた年（1979
年）に終わったポルポト独裁政権につい
て何も知らなかったことに気づき、社会

課題について当事者でありたいと思いま
した」
　まだ学生の自分にできることは何かと
考えた鬼丸さん。翌月から、まずは知り
合いの NPO などに出向き、「カンボジア
で見聞きしたこと」を伝える活動を始め
た。手作り講演会は 10 ヵ月で 90 回にも
及び、聴衆の中から「寄付をしたい」「一
緒に活動をしたい」という人も現れ、10
月には「テラ・ルネッサンス」を立ち上げ
ていた。
　現在は日本、カンボジア、コンゴ民主
共和国、ウガンダ、ブルンジに事務所を
置き、ラオスを加えた 6 ヵ国で総勢約
60人のスタッフとインターン生、ボランティ
アが活動を支えている。
 「ラオスとカンボジアでは、地雷・不発

弾を撤去する現地の団体と一緒に活動
をしています。地元の人が被害を受ける
背景には、地雷があるとわかっていても
田畑として利用したり、薪を拾わざるを
えない貧困がある。そのため、収入向
上に利用できるマイクロクレジットの提供
や教育の支援も行ってきました。コンゴ、
ウガンダ、ブルンジでは、元子ども兵や
紛争の被害を受けた女性が社会復帰・

ウガンダやカンボジアなど世界６ヵ国で、

地雷や紛争の被害者や元子ども兵の生活

再建・啓発活動に取り組む「認定ＮＰＯ

法人 テラ・ルネッサンス」。永続性ある

組織にステップアップするために広報基

盤を強化した３年間の取り組みを、鬼丸

昌也さん（創設者・理事）と栗田佳典さ

ん（アウェアネス・レイジングチームマネー

ジャー）に聞いた。

（『ビッグイシュー日本版』313 号に掲載）

社会課題の解決に取り組む市民活動が持続
的に発展していくためには、NPO/NGO の組
織基盤強化が必要との考えのもと、2001年
に Panasonic NPO サポートファンドを創設。
NPO/NGO の事業活動への助成ではなく、
組織基盤強化への助成にしぼった珍しい助成
プログラムである。

「環境・こども・アフリカ」分野への助成プロ
グラムを2018 年度からはプログラム名を現プ
ログラム名称に、助成テーマも刷新し、パナ
ソニックグループ企業市民活動の重点テーマ
である「サステナブルな共生社会」の実現に
向けた「貧困の解消」に取り組む NPO/NGO
の組織基盤強化に助成している。	

https://holdings.panasonic/jp/npo_
summary.html

NPOを
強くする

認定ＮＰＯ法人 テラ・ルネッサンス

「すべての生命が安心して生活できる社会（世界平和）

の実現」を目的に、2001年 10 月に設立。「地雷」「小

型武器」「子ども兵」「平和教育」という４つのテーマ

に対し、現場での国際協力と同時に、国内での啓発・

提言活動を行うことで課題の解決を目指している。

1 口 1000 円を毎月支援する「ファンクラブ会員」を
募集中。ウェブサイトから、お申し込みできます。
http://www.terra - r.jp

ウガンダやカンボジアなど６ヵ国で
紛争の被害を受けた人々への支援に取り組む。
広報基盤を強化し３年後、収入１．５倍、会員１．４倍に
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洋裁の技術を学ぶ職業訓練（ウガンダ共和国）

元子ども兵と鬼丸晶也さん（中央）

識字教室の様子（ウガンダ共和国）

認定 NPO 法人 テラ・ルネッサンス


